
 

 

 

 

 

 

２０１７年７月２１日 

 

 

 

 
 
 
 

東 武 鉄道株式会社 
 

東武鉄道（本社：東京都墨田区）では、東武鬼怒川線（栃木県日光市）における７件の建造物につ

いて、２０１７年７月２１日（金）付けで文化審議会から文部科学大臣に答申されたことを受け、

国の登録有形文化財（建造物）に登録されることが決定しました。 

当社では日光・鬼怒川地区におけるＳＬ「大樹」（Ｃ１１形２０７号機）の ８月１０日（木）

運転開始に向けて準備を進めていますが、ＳＬが運転される鬼怒川線には、その前身である下野電気

鉄道時代に建設された建造物が残っており、登録有形文化財として登録し、広く周知して地域の財産と

して活用していくことで、ＳＬ復活運転の目的の一つである「鉄道産業文化遺産の保存と活用」を推進

することを目的としています。 

今般登録される建造物は東武日光線開通時の姿を残す下今市駅旧跨線橋や、明治時代の輸入桁を転用

した砥川橋梁（大桑～新高徳間）、鬼怒川地域の石材を活用したと考えられる玉石積の駅プラットホーム等、

いずれも昭和初期を中心に建造された歴史的文化価値が高いものです。 

当社では、ＳＬ運転開始とともに、引き続き「鉄道産業文化遺産の保存と活用」を推進してまいります。 

各施設の概要は別紙のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

以 上 

 
※お問い合わせは、東武鉄道お客さまセンター ０３－５９６２－０１０２ 

 

 

鬼怒川線の橋梁、跨線橋や駅プラットホーム等 建造物７件が 

国の登録有形文化財（建造物）に登録決定 

 ＳＬ復活運転と共に鉄道産業文化遺産の保存と活用に貢献します 

△下今市駅旧跨線橋 △砥川橋梁 



＜別 紙＞ 

 

東武鬼怒川線施設 登録有形文化財（建造物）登録予定 建造物概要 

 

 

１ 下今市駅旧跨線橋 

（１）所在地     

栃木県日光市今市１１１０ 

（２）建設時期    

１９２９（昭和４）年 

（３）構造、形式等  

鉄骨造、スレート葺 建築面積１４５㎡ 

（４）特徴      

   東武日光線が新鹿沼駅から下今市駅まで延伸された際に建設された。 

   プラットホームの西端部を相互に結ぶ。 

   鉄骨による下路式プラットトラス造で、屋根は切妻造スレート葺である。昭和初期に当地

まで鉄道が開通した際の景観を今に伝える構造物である。 

 

２ 大谷向駅上下線プラットホーム（２件として登録予定） 

（１）所在地 

栃木県日光市今市１４０６ 

（２）建設時期  

   １９３１（昭和６）年／昭和３０年代後半改修 

（３）構造、形式等 

 玉石積盛土式 延長６７ｍ（下りホーム）  

延長６１ｍ（上りホーム） 

（４）特 徴 

   下野電気鉄道が路線を道路上の併用軌道から現位置に移設した際に造られた。玉石積盛土

式のプラットホームで地域の石材を活用したと考えられる特徴ある外観となっている。鬼

怒川線の近代化を今に伝える構造物である。 

 

３ 大桑駅プラットホーム 

（１）所在地   

   栃木県日光市大桑町１３１ 

（２）建設時期 

   １９２９（昭和４）年／昭和３０年代後半改修 

（３）構造、形式等 

 玉石積盛土式 延長８５ｍ 

（４）特 徴 

   延長８５メートル、最大幅約４メートルのプラットホームで、全長に渡って玉石積盛土式

で築造されている。玉石積の外観が、地域の鉄道敷設の歴史を今に伝える景観をなす構造

物である。 

 

 

 

 



 

 

４ 砥川橋梁 

（１）所在地 

   栃木県日光市大桑町字籠岩１２３３地先～ 

 栗原字新下ノ原３３３地先（大桑～新高徳間） 

（２）建設時期    

１９４６（昭和２１）年 

（３）構造、形式等  

支間２５．２ｍ上路プレートガーダ－１連 

支間６１．９ｍ下路プラットトラス１連       

（４）特 徴     

   トラス橋は明治３０年に当時の日本鉄道磐城線阿武隈川橋梁として架設されたトラスの内、

１連を転用したものである。明治期に遡るトラス橋の貴重な遺構である。 

 

５ 新高徳駅プラットホーム及び上家 

（１）所在地    

 栃木県日光市高徳４６５ 

（２）建設時期 

   １９２９（昭和４）年／昭和３０年代後半改修 

（３）構造、形式等 

 ホーム：玉石積盛土式 延長１２５ｍ 

   上 家：古レール鉄骨造 建築面積１３６㎡ 

（４）特 徴 

   下野電気鉄道が昭和４年に下今市～新高徳間および矢板線の改良工事をした際に造られた。 

   延長１２５メートル玉石積盛土式のプラットホームで地域の石材を活用したと考えられる

特徴ある外観となっている。上家は古レールを用いた鉄骨造で、上家軒先には円形装飾を

設置しているのが特徴である。地域の近代化を物語る構造物である。 

 

６ 小佐越駅プラットホーム 

（１）所在地  

   栃木県日光市鬼怒川温泉大原２９ 

（２）建設時期  

  １９３０（昭和５）年／昭和３０年代後半改修 

（３）構造、形式等  

玉石積盛土式 延長９８ｍ 

（４）特 徴 

   小佐越駅が開業したのは大正１３年であるが、後に矢板線の開業などにあわせて改良工事

が行われた際に造られたものである。延長９８メートルの玉石積盛土式プラットホームで、

地域の石材を活用した特徴ある外観が建設の歴史を今に伝えている。 

 

 

以 上 

 

 

 



 

＜参 考＞ 

 

登録有形文化財について 

 

登録有形文化財建造物制度は、５０年を経過した歴史的建造物のうち一定の評価を得たものを文

化財として登録し、届出制という緩やかな規制を通じて保存を図り、地域の資産としてまちづくり

や観光に活用していくことを目的として平成８年に制定されました。 

既に１万件を超える建造物が登録されており、登録の基準は以下のとおりです。 

原則として建設後５０年を経過したもののうち、 

１ 国土の歴史的景観に寄与しているもの 

２ 造形の規範となっているもの 

３ 再現することが容易でないもの 

以 上 


